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の町民秋祭り 

恒例の統一秋祭りが今年 

も10月12、 13の両日行われ 

ました0 

豊作や商売繁盛、家内安 

全などの願いを込め、各地 

区で個別に行われていた秋 

祭りも、全町統一して行わ 

れるようになって今年で11 

年目になります。 

今年は雨にたたられ、今 

―つ盛り上がりに欠けまし 

たが、それでも子ども山笠 

4 台を含めた13台の山笠が 

各地区から繰り出しました。 

12日夜には、中央研修所 

でのど自慢大会があり、各 

地区の公民館から選ばれた 

3 〇人が、生バンドの演奏 

で約400人の観衆を前にして 

自慢ののどを被露しました。 

13日は町民会館にすべて 

の山笠が集合し、シャギリ 

隊を先頭に町内を練り歩く 

予定でしたが雨で中止。各 

地区の山笠は雨の合間をぬ 

って独自に笛、太鼓の音を 

響かせながら威勢よく町内 

を練り歩きました。 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

11 月は 町県民税4 期分 の納税月です 
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I 直イヒ 進む町財政の硬 
できない状況 11年連続の赤字決算、補助事業以外 

／歳入43億7,400万円 r一暑一頑ー 

昭
和
五
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九
年
度
一
般
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計
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立
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院
事
業
会
計
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ど
五
つ
の
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別
 

会
計
の
決
算
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月
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議
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可
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ま
し
た
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金
と
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返
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分
）
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会 計 歳出 45億6,158万円 

13億4,462万円（29.5%) 

11億1,635万円（24.4%) 

マ 5 億8,077万円（12.7%) 

く ‘ 5 億3,493万円（11 .7%) 

2 億9,544万円（6.5%) 

2 億2,183万円（4.9%) 

2 億1,797万円（4.8%) 

1 億8,021万円（4.0%) 

資金等貸付事業会計） 

建設事業費 

公 債 費 

人 件 費 

, 

出資金 貸付金 

扶 助 費 

補助費等 

物 件 費 

III 
59 
年
度
 

決
算
状
況
 

ト赤池中学校体育館建設事業ぐ 

（器貿濡旨驚籍臨県000万円） 

ト上の原公営住宅建設事業ぐ 
rl億8.300万円、うち国庫補助金1億1 .000万円、県費 、 
、補助金2,500万円、起債3,400万円、一般財源1,400万円ノ 

’ン冨，篇,、とIl車 
盛裏，．’ 一ー一~ ・ 一％' 二％Jい‘雷“" 

発蕪鑓議麟難麟 

ト2〇支所集会所建設事業ぐ 

（鋸鵬宗搾鷲験7謂万円） 

お役（こ立っています 
簡易保険・郵便年金 

赤池中体育館建設費のうちの3.220 

万円。20支所集会所建設費のうちの 

1 .160 万円などは、みなさんが加入 

している郵便局の簡易保険や郵便年 

金の積立金の1部が融資され、豊か 

な町づく りのため活用されています。 

K 

(―般会計＋住宅新築 

15億4,203万円（35.2%) 

9 億1 ,728万円（21.0%) 

:9億1,130h肖(20.896 )。＝' 

2 億8,788万円（6.6%) 

2 億8,042万円（6.4%) 

地方交付税 

国庫支出金 

地 方 債 

県支出金 

税 収 入 

1億2,508万円（2.9%)師財産収入 

1 億1,303万円（2.6%)ロ諸 収 入 

1 億127万円（2.3%)医分担金 負担金 

9.571万円（2.2%)E そ の 他 

町立病院事業 

病院長以下職員の努力により58年 

度に比べ400万円の実質向上を示し 

たが累計赤字はさらに増加した。 60 

年度は外科医2名採用とこれに伴い 

各種の施策を迫られており、病院体 

制の確立と、地域住民ノ＼の医療に役 

立てるため、なお一層の努力を期待 

する。 

したがって病床の増加と整形外科 

の新設の申請を行うとともに、非常 

勤医師は58年度に比べ減少している 

が最小限度の人員まで整理を行うよう 

う要望する。 

老人保健事業 
、～とプA と＝コ＝~~=＝γ声Af ニ4こ 

調定額5億6,579万円で100 %i収 

入した。歳入予算額は5億7,525万 

円で、差引947万円不足しているが 

60年度に入り過年度分として相当額 

が入金されており、 9 月議会で補正 

予算として承認されている。 

上水道事業 

水道事業 

収益1億9, 

645万円（こ 

対し、事業 

費用1億8, 

406 万円て； 

差弓1,238万円の黒字を計上している。 

これは58年10月の料金値上と、現 

年度徴収率99,62% (58年度95,4%) 

の高徴収率と経費の節減に努めた結 

果と思われる。 次年度は不良債務0) 

減乙」Mこ努め不納欠損処理を明らかに 

することを要望する。 

＝、~ 

地方自治法第233条 

企業法第3喋第2項の 

したので、その結果の 

赤池町監査委員 

前年度繰上 
充用金 

その他コ6,946万円（1.5%) 

住宅新築資金等貸付事業 

昭和46年住宅改修資金、52年新築 

資金、53年宅地購入資金貸付制度0) 

開設以来、昭和59年3月末現在まで 

の貸付件数821イ牛、貸付総額17億8, 

第2項および地方公営 

規定により監査を執行 

概要を公表します。 

松井猛、木村信行 歳入歳出 

  差引額4千 

217万円が翌年度に繰り越されるこ 

とになった。 これは昭和58年度に比 

べ1千683万円の増額となっている。 

税収入については、58年度の徴収 

率は81％であったが、本年度は82.3 

％と上昇している。 

国民健康 

保険事業 

※決算統計資料よりノ 
976万円となっている。 

59年度0売周定額2イ意1 , 567万円、 

収入済額7,674万円、未収入金額1 

イ意3,893万円で58年度（こ比べ3,586 

万円増加している。 徴収率は、現年 

j変60.49 %(58 年度62.4%) 、繰越 

分8,37% (58年度11.2%) 、合計59 

年度35.58 ％に対し58年度は41.8% 

で6.22％低下している。 このような 

状態が続けば貸付制度の存続にも影 

響してくるので徴'4又には最大の努力 

を図られたい。 

昭和59年度各会計の決算状況 
（単位】千円） 

ー～～一― 

歳 入 歳 出 差 引 額 累積額 

一 般 会 計 4,022.250 4, 196. 749 L.174 ,499 z 174. 499 

町 立 病 院 事 業 424,523 478,897 L 54,374 L455, 040 

国民健康保険事業 409,098 366,923 42,175 42,175 

上 水 道 事 業 196,447 184,063 12,384 △371, 328 

住宅新築資金等貸付事業 422,759 442,456 L 19,697 z . 19.697 

老 人 保 健 事 業 565,792 565,785 7 7 


